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学びのベースとなる「デザイン思考」について

デザイン思考は、最近企業でも重要視されているイノベーションの手法です。
ユーザを観察して共感、ユーザも気づかない課題を見つけることから始め、解決のためのアイデアを
出し、素早くプロトタイプをつくってテストし、課題を見つけて改善する。このループを回すこと
で、ユーザの視点に立ったものづくりをめざします。
AI（人工知能）時代、人ならではの能力を磨きます。

Define（問題定義）
観察から明らかになった事柄から、
ユーザ自身も気づいていない本質的
な課題を定義する

Test（テスト）
プロトタイプを実際のユーザ
に見てもらいフィードバック
を得て改善する

Ideate（アイデア創出）
定義した課題を解決すると思われる
アイデアを数多く考える

Prototype
（プロトタイプ）

アイデアのいくつかを簡易なプロト
タイプとしてつくる。「素早く・安
く」つくる

Empathize（共感）
ユーザの行動を観察、理解、共感し、何が問題か
を探る。時には開発者が実際の現場に出向く

Design
Thinking

ごあいさつ

　「ものづくり力」を身につける。それがこの授業の目的です。1年次、2年次で学んだ基礎知識
や理論を基に、様々なテーマのもとものづくりに没頭する授業です。この3年次前期の集中した
活動を通じて、学生達は理論と実践力を兼ね備えたエンジニアへと成長していきます。
　この授業では「ホンモノ」を常に意識しています。ホンモノの課題を題材に、その課題に関わ
るホンモノの人達や社会とかかわり、本当に役立つホンモノのモノ・コトを生み出す。このよう
な活動を通じて、世の中の遠いところで起こっている他人事の問題ではなく、自分達がエンジニ
アの立場から課題を解決する「当事者」としての意識が学生達に芽生えます。
　活動の中では上手くいかないことも多々発生します。理想ではこのようなモノを作りたいが上
手くいかないことも日常茶飯事です。その葛藤の中から学生達は自分に足りない知識や技術に気
がつきます。この気づきが、その後の授業への熱意や卒業研究の活動に繋がっていきます。
　コロナ禍で、今年も多くの活動に制約がありました。予定していた作業ができない、訪れるは
ずだった場所へ行けない、仲間と顔を突き合わせながら話ができない。その中で、何ができない
のか、に縛られるのではなく、「どうすればできるのか」を学生達は考え実践してきました。こ
れもひとつの課題解決力の育成になっていると確信しています。
　今年度の活動をまとめましたので、学生達の成果をぜひご覧ください。

ロボティクス＆デザイン工学部長   井上　明
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ものづくりデザイン思考実践演習Ⅰとは
デザイン思考をベースに、実社会の課題解決を目指す

■　3年次第1クォーター（前期前半）での事前学習を経て、第2クォーター（前期後半）では、
現場で実践学修に取り組みます。

■　国際交流や地域連携、産学連携の取り組みなど、多様な経験ができます。

■　3学科横断の授業展開で、多様なバックグラウンドをもつメンバーでのグループワーク
を通して問題解決能力を養います。

～3月

4月

5月

●事前説明会（12月）

●プログラム希望調査

●参加プログラム決定

第1クォーター
●全体オリエンテーション

●事前学習
　語学、事前調査、各種技術講習など
　各プログラムに必要な内容を習得します。

6月

7月

第2クォーター
●実践学修
　事前学習の内容を活かし、グループごとに現場
　で実践的な課題に取り組みます。

●最終成果報告会

学びのベースとなる「デザイン思考」について

デザイン思考は、最近企業でも重要視されているイノベーションの手法です。
ユーザを観察して共感、ユーザも気づかない課題を見つけることから始め、解決のためのアイデアを
出し、素早くプロトタイプをつくってテストし、課題を見つけて改善する。このループを回すこと
で、ユーザの視点に立ったものづくりをめざします。
AI（人工知能）時代、人ならではの能力を磨きます。

Define（問題定義）
観察から明らかになった事柄から、
ユーザ自身も気づいていない本質的
な課題を定義する

Test（テスト）
プロトタイプを実際のユーザ
に見てもらいフィードバック
を得て改善する

Ideate（アイデア創出）
定義した課題を解決すると思われる
アイデアを数多く考える

Prototype
（プロトタイプ）

アイデアのいくつかを簡易なプロト
タイプとしてつくる。「素早く・安
く」つくる

Empathize（共感）
ユーザの行動を観察、理解、共感し、何が問題か
を探る。時には開発者が実際の現場に出向く

Design
Thinking

ごあいさつ

　「ものづくり力」を身につける。それがこの授業の目的です。1年次、2年次で学んだ基礎知識
や理論を基に、様々なテーマのもとものづくりに没頭する授業です。この3年次前期の集中した
活動を通じて、学生達は理論と実践力を兼ね備えたエンジニアへと成長していきます。
　この授業では「ホンモノ」を常に意識しています。ホンモノの課題を題材に、その課題に関わ
るホンモノの人達や社会とかかわり、本当に役立つホンモノのモノ・コトを生み出す。このよう
な活動を通じて、世の中の遠いところで起こっている他人事の問題ではなく、自分達がエンジニ
アの立場から課題を解決する「当事者」としての意識が学生達に芽生えます。
　活動の中では上手くいかないことも多々発生します。理想ではこのようなモノを作りたいが上
手くいかないことも日常茶飯事です。その葛藤の中から学生達は自分に足りない知識や技術に気
がつきます。この気づきが、その後の授業への熱意や卒業研究の活動に繋がっていきます。
　コロナ禍で、今年も多くの活動に制約がありました。予定していた作業ができない、訪れるは
ずだった場所へ行けない、仲間と顔を突き合わせながら話ができない。その中で、何ができない
のか、に縛られるのではなく、「どうすればできるのか」を学生達は考え実践してきました。こ
れもひとつの課題解決力の育成になっていると確信しています。
　今年度の活動をまとめましたので、学生達の成果をぜひご覧ください。

ロボティクス＆デザイン工学部長   井上　明
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グローバル
海外協定校などの学生や教員と協働して課題解決に取り組むPBL（Problem Based Learning）や、
デザイン思考をベースにしたワークショップ等を行います。2020年度からSDGs（持続可能な開発
目標）を国際PBLの共通テーマとしています。
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〈SDGs〉

国際PBL
タイ：タマサート大 & マレーシア：サバ大

「健康と福祉」をテーマとして、参加協力をいただいたタイ・マレーシアの学生とアジアにおける社会の課題の抽出からその

解決方法の提案までを、本学15名、タイ・タマサート大学16名、マレーシア・サバ大学9名で連携して1週間行いました。構成さ

れた4つの班は「高齢者介護」「若者と薬物」「若者の運動不足」「ペットボトルリサイクル」をテーマとして選択し、それを具体的

な提案へ議論をすすめました。海外からはオンラインでの連携となりましたが、チャットや画面共有などの機能を使って円滑

なコミュニケーションを図りました。プロトタイプについてもオンラインでの議論を通して改良を進め、最終プレゼンを英語で

作成し、両国の学生が協力して発表を行いました。

（担当教員：井上雄紀／脇田由実／瀬尾昌孝／ラサミーポチャラ）

6/27～7/1 オンラインにて国際交流

◦SDGs3におけるアジアの課題
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〈SDGs〉

国際PBL
台湾：雲林科技大

高齢者の問題として「社会とのつながり低下」「記憶・判断力などの低下」「筋力の低下」「センシング能力の低下」の4つのテー

マについて、両大学のメンバーで構成された4班で課題の抽出から解決の提案までオンラインのグループワークを1週間行

いました。午前から夕方まで英語でディスカッションを行い、最終日に課題解決の提案発表を行いました。今年度もコロナの

影響でオンラインとなりましたが、ツールを上手く使い、コミュニケーションや共同作業をスムーズにできるよう工夫しまし

た。期間中バーチャル空間を使った懇親会として○×クイズや両国のおすすめの場所の紹介を行い、交流を深めました。合同

グループワークが終わると本学のメンバーだけで提案を具体化したプロトタイプを作成しました。

（担当教員：井上剛／益岡了）

6/27～7/1 オンラインにて国際交流

◦高齢者の問題解決に向けた提案
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ヨーロッパ建築都市＆デザイン研修

今年のヨーロッパチームはCOVID-19の影響により、国内におけるワークショップを実施した。瀬戸内に位置する直島、豊島、

犬島はアートと建築によって、立地と自然を活かした町おこしに成功したことが知られている。現地に赴きイエプロジェクトと

呼ばれる民家のリノベーションや建築家安藤忠雄氏が手掛けた美術館などを視察した。土地の環境を如何に活かしているの

か。実際に島で暮らす人々や運営する人々へのインタビューを3つの島において実施した。一連のプロジェクトをプロデュース

する福武財団の方々の案内によって現地活動を行ない、帰阪後、多くの課題を抱える犬島への提案を財団や関係者に対して

実施した。

（担当教員：福原和則／山本麻子）

6/9～6/13 瀬戸内海の島々にてワークショップを実施

◦瀬戸内海に位置する犬島の将来に対する提案
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New York × Design Futures
＠Pratt

世界有数のデザイン系大学のひとつ、ニューヨークのプラット・インスティテュートの滝浦浩准教授とオンライン授業を行い、

デザインマネジメント専攻の教員や学生との討論・交流を通して、都市や社会を変えるデザインを考え、提案しました。今回

は、特に、現在の社会の中で差別されている人、恵まれていない人のこと考えて、デザイン提案し、全ての人が生きがいを持て

る社会とはなにかについても深い学びをしました。

（担当教員：郡裕美）

◦海外でも注目されている日本独自の価値観「生きがい（IKIGAI）」について、異なる歴史

や文化を背景とするニューヨークの人々が共感できるプロジェクトの立案
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地域連携 大阪だけでなく、連携協定を結んでいる奈良県川上村など、対象となる地域ならではの課題や
特徴に着目したプロジェクトに取り組みます。
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木工ワークショップ

事前学習では、杉板を用いた道具箱を各自で製作することで、基本的な大工道具の使用方法や木材の特性について学びまし

た。また、川上村源流学との共同講義で、水源の村としての川上村の役割について、栗山村長のレクチャーを受けて川上村へ

の理解を深めました。

実践学習では、木工の継手を実際に加工することで木工の基礎的技術を修得した後に、川上村での6日間の木工ワークショッ

プでスツールのデザインと制作を行いました。ワークショップでは川上村産の吉野杉・吉野桧を用い、イギリス人家具作家、

川上村在住の木工作家および仏師の3名の木工作家の指導を受けて複雑な継手の加工に挑戦しました。

（担当教員：白髪誠一／益岡了／大石容一）

6/16～6/21 川上村にて木工ワークショップを実施

◦川上村の環境と親和性を持ち、かつ、川上村産木材の性質を活かしたスツールについて

考察し制作する
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川上村源流学

本プログラムは昨年度に引き続き、奈良県川上村との地域連携プロジェクトの一環として開催されました。前半は「川上宣言」

をベースとした座学により、村長をはじめとした実際に村の第一線で活動している方々からお話を伺い、チーム内での課題設

定を進めました。後半は、実際に川上村にて約1週間のフィールドワークを実施しました。各グループが「村内のコミュニケー

ション活性化」「観光人口の増加」「関係人口の増加」という大きな課題を設定し、村内で開催したエコツアーに取り組む事

業者や地域おこし協力隊の方々とのワークショップなどを通して、それぞれの問題解決に向けたソリューションをブラッシュ

アップしていきました。

（担当教員：横山広充／西應浩司／三浦慎司）

6/9～6/15 川上村にてフィールドワークを実施

◦吉野川の水源地である奈良県川上村の取り組みを学び、同村が抱える課題の解決に取り

組む
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北ウメダの発展と安全の研究

北ウメダ研究会では、4年前から継続しているエリア内の違法駐輪の調査を行い、過去のデータとの比較、検証を行い、解決し

たエリアの特徴、新たに問題となっているエリアの特徴を拾い出しました。大学地下の駐輪場の使用率の変遷も調査し、使用

率を向上させる為のアイデアの創出と制作を行いました。街の発展に対するデザイン提案では、都市における近未来像を

イメージし、車道を緑溢れる歩道に変えるデザインの提案を行いました。ウメダエリア内に存在する地下街の「解りやすさ」の

アイデア創出では、SNSで検索できる動画の制作を行いました。

（担当教員：大石容一／妻木宜嗣）

◦北ウメダエリアの発展と安全の研究
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ゴミ対策

ゴミに見立てたボールを回収するロボコン（知能ロボコン）をテーマにするグループとゴミ対策をするグループ（テーマ自由）

に分かれて製作しました。どちらもはじめに機械を安全に使用するための講習を受講しました。前者は単にロボコンをする

のではなく、デザイン思考を取り入れました。ロボコンでは、ゴミを回収することに重点を置きますが、回収した後にその場所

をきれいにするロボットやUFOキャッチャーのようなハンドで子どもを楽しませるアイデアを実現しました。アイデアの一つは

知能ロボコンへビデオを投稿しました。後者は、一人暮らしの人のためのゴミのにおいを解決するゴミ箱を開発しました。

（担当教員：廣井富／平出貞夫（技師）／倉田晃希（技師））

◦ゴミ対策に様々な視点から取り組む
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小学生向け体験プログラム開発

小学生が工学や科学技術に興味を持ち、楽しんで考える体験プログラムを開発しました。学生28名が個人レベルでのアイデア

発表とブラッシュアップを繰り返し、5グループにまとまってモックアップの作成と改良を重ねました。複数回のプロトタイピン

グを経て、安全性や実現性などを考慮し、原理や機能を確認して、小学生向けの体験プログラムを創出しました。7月末に本学

1Fギャラリーにて体験会を実施し、複数の小学生に参加してもらうことができました。

創出した5プログラム：動滑車を使ってモビールを作ろう、筋電を体験しよう、色んな素材でジャミング転移現象を体験しよう、

3つのセンサゲームで木琴ゲット、動物の速さでレースをしよう。

（担当教員：河合俊和／今井美樹／小林裕之）

7/24 本学1Fギャラリーにて体験会を実施

◦小学生が楽しみながら、理数の分野に興味を持てるプログラムの開発
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小中高生向けロボット教育プログラム開発

【小学生向けロボット教室企画と実施】
本学 1Fギャラリースペースにて小学生向けのロボット教室を企画し、子どもたちが楽しめる教室内容の開発を行いました。複
数回の教室実施を経て、子どもたちの興味や行動傾向を体感し、さらに準備の大切さと現場対応力の必要性を実感しました。

【中学校クラブ向けオリジナル大会企画と指導】
ロボット関係のクラブ活動指導を支援するために、オリジナル大会を企画し大会に向けた技術指導を行いました。中学校3校
に5～7回ずつ訪問指導した上で、3校対抗で大工大カップを実施しました。中学生とのコミュニケーションの取り方や各校の
特性を生かした指導などに工夫を重ねました。
上記全ての企画は感染対策を十分行った上で、子どもたちに直接指導を行なった成果です。

（担当教員：上田悦子／松井哲也）

(1)イベント企画

・6/25, 26, 7/10, 24　本学1Fギャラリー

(2)中学校クラブ指導

・東大阪市立弥刀中学校：6/4, 18, 7/2, 9, 16　  ・大阪市立天王寺中学校：6/4, 11, 25, 7/2, 9, 21, 22

・追手門学院大手前中学校：6/4, 11, 25,  27, 7/16, 19　  ・大工大カップ：7/23 本学1Fギャラリー

◦小中学生向けロボットプログラミング教育のための(1)ロボット教室企画、(2)オリジナル

大会企画と指導
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防災・災害対策のためのドローン／VRの利用

大阪市北区役所と連携し、地震や台風などの災害発生時や平時の防災対策におけるドローンやVR (Virtual Reality)の活用
手法を提案しました。はじめに大阪市北区役所地域課より防災・災害対策の現状について説明頂き、デザイン思考に基づい
て課題抽出とアイデア出しを行いました。計15名の学生が、(1)災害発生時の大阪駅周辺における帰宅困難者対策、(2)災害
時の避難所不足に対応するための在宅避難促進方法、(3)高齢化が進む集合住宅における災害時のドローン活用法、(4) VR
を用いた地下街の防災啓発法、(5) 木造住宅密集地域の防災意識向上のためのゲーム開発、の計5つの班に分かれて具体的
な提案とプロトタイプの製作を行いました。大阪市北区役所からの評価（中間と最終の2回）、および各課題テーマに関係す
る事業所や団体へのヒアリングを行い、提案を改良しました。北区役所の担当者からは、すぐにでも実践したい提案が多い
と高評価でした。特に、防災アプリ普及促進をめざしたポスターは、北区役所を通じて今後区民に発信されていく予定です。

（担当教員：倉前宏行／大須賀美恵子）

課題テーマに関係する事業所・団体へのヒアリングを実施 

7/6 ローレルハイツ北天満自治会 

7/12 大阪地下街株式会社 

7/13 大阪市北区済美地区活動協議会

◦大阪市北区における防災・災害対策のためのドローン/VRの活用方法の提案
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実践ソフトウェア開発部

◦何らかのソフトウェア作品（アプリ・サービス・システム等）を開発する。開発した作品

は第三者が実際に使うことを前提としたリリースを目指す

ジャンル不問で、何かのソフトウェア作品をグループで開発しました。開発ツール・フレームワーク等について新旧不問、共通

のゴールは開発者の手を離れる形（例えばユーザへのシステム引き渡しやアプリストア一般公開）、いわゆる「リリース」です。

その結果、作品のジャンルについて、スマートフォンアプリが2点、PCゲームが1点、ハードウェアとソフトウェアを統合した業務

サービスシステムが2点と多彩でした。また、どのグループも最先端のITエンジニアが使う最新のツール類に、臆すること無く

挑戦し使いこなすに至ったことは驚きです。さらに、本プログラムの授業期間中にベータ版の公開や試験運用まで到達できま

した。授業終了後ではありますが、全グループが正式リリースを予定しています。なによりも本プログラム参加学生が、自らの

マインドでスタートし、必要な技術力を自ら獲得・改良・実践し、人の心を動かし、やりきった、この経験を通じて、役に立つ社会

人の第一歩となる成長を遂げたことが最大の成果といえます。

（担当教員: 小林裕之／野田哲男／姜長安）
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甦れ！現代版凌雲閣

本プログラムでは、かつて文化の発信地であった茶屋町の未来にあるべき姿を、三乃茶屋時代の文化人が集う文化の中心地

としての要素、凌雲閣時代のアミューズメントパークとしての要素、現代の都市に求められる社会的ニーズを融合させる形で

バーチャル空間に構築することを目標としました。本年度は動く建築物が創り出す未来の社会をテーマとして4班に分かれて

開発を行い、コンテナ形状の自宅の部屋を指定した位置に輸送・格納することができ、自宅と同じ環境で旅行・宿泊することを

可能にしたホテル、休憩スペースとタクシー乗り場、商業施設が階層ごとに配置された建物を時間帯に応じて上下動させるこ

とで、時間帯ごとに異なる機能を発揮する多機能商業施設、水の都大阪をイメージした床の形状と水位が時間によって変化

するレジャー施設、レールの上を移動可能な転がる観覧車などの開発を行いました。

 （担当教員：中山学之／朽木順綱／中泉文孝）

◦動く建築物が存在する未来の茶屋町をVR空間上にデザインする
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産学連携 企業などから提示された課題に対し、1年次から培ったデザイン思考をベースに、各学科の専門性
を活かしながら解決を目指します。
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産学連携によるオリジナルハードウェア開発

本プログラムでは、12名の学生を3班に分け、連携企業（CSi Global Alliance株式会社）の協力のもと、家族や身近な人（ユー

ザ）が喜ぶ電気電子部品を用いたオリジナルのハードウェアの開発を行いました。アイデア創出では、既存装置の調査、ペルソ

ナの設定等を行い、連携企業とのディスカッションを経てアイデアシートを作成しました。その結果、1班は「目の不自由な方の

危険や不安を減らすための白杖」、2班は「駐車時の不安解消装置」、3班は「全自動空気調整椅子」を製作しました。プログラム

では、企業での研修を複数回行い、企業の方からアドバイスを頂きながら、ハード班とソフト班に分かれて製作しました。

（担当教員：谷口浩成）

企業研修（CSi Global Alliance株式会社）

18:30～20:30

17:30～20:30

16:00～20:00

16:00～20:30

4/18

5/23

6/6

6/20

◦連携企業（CSi Global Alliance株式会社）の協力のもと、家族や身近な人（ユーザ）が喜ぶ

電気電子部品を用いたオリジナルのハードウェアを試作する
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福祉施設と連携した福祉機器の開発

本プログラムの前半では3DCAD、3Dプリンタ、ものづくりの基礎、プレゼンテーションの仕方について学びました。後半は片手

が不自由な人の作業を支援する3Dプリンタによる自助具の開発をテーマとし、14名が3チームに分かれ、まずは川村義肢株

式会社へのヒアリング、バリアフリー展の見学を行って障害や既存の自助具について調査を行いました。次にアイデアをアイ

デアスケッチの形にして議論を行い、製作する道具を決定しました。アイデアスケッチに基づいて3DCADで設計を行い、3Dプ

リンタで初期プロトタイプを製作し、試用を行いレビューしました。評価結果に基づいて、プロトタイプの修正を行いました。

最終的には、牛乳パックを開封するオープナーなど、6つの道具が完成しました。

（担当教員：吉川雅博）

6/6　　　 川村義肢株式会社ヒアリング 

6/6-6/10　バリアフリー展見学

◦片手が不自由な人の作業を支援する3Dプリンタによる自助具の開発
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IoTを活用し「知育玩具をリ・デザイン」する

ロボット工学科２名、システムデザイン工学科18名、空間デザイン学科10名が7チームに分かれ、3学科合同で活動を行いま

した。前半はデザイン思考の新たな方法である「ReBaLe(レバレ）」に基づいたアイデア創出や、実際に知育玩具を開発するデ

ザイナーからの指導を元にコンセプトを立案しました。後半の活動では、チームごとに各自の専門性を活かしながら、ソフト

ウェア、ハードウェアの両面から制作を進めます。音や光などを駆使し、楽しく学びながら思考力や集中力、身体能力や協働力、

片付ける力など、子どもにとって大切な力を育む新たな知育玩具を開発しました。これらの成果物は産学連携企業である株式

会社富士通総研に提案し、フィードバックを得ました。

（担当教員：井上明／赤井愛）

◦IoTを活用した知育玩具の企画・開発
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